
器          

 斎藤一人・柴村恵美子 

｛ 器が大きいことは ｝ 

できることが多くなること・多くの人から愛されること・慕われること 

｛ 器が大きいことは ｝ 

特技で人に感動を与えられる・仕事でお金を稼ぎ維持し増やせること 

｛ 魅力 ｝とは器の大きさに比例する 

｛ 税金 ｝の考え方、ショバ代と考える、日本は自分の庭、したがって管理費・

維持費・公務員は社員・税務署は日本一の監査役 

｛ 四方よし ｝ 

で考える商いは ① 売り手 ② 買い手 ③ 世間 ④ 天が○ 

｛ 器を大きくする ｝ 

正当なる努力をする・奉仕の気持ちで働く＝はたらく＝傍を楽にする 

使ってこそ大きく強くなる＝体・頭を使う 

比較されることで大きくなる・評価は他人がしてくれる 

物事を多面的にとらえる、困ったことが起きたら器を大きくするチャンス！ 

｛ 上気元の行で器を大きくする ｝ 

困ったことが起きたら～やり方を変えてみる 

＝人生の極意・成功の極意も上気元でいること 

幸せとは日々上気元でいる鍛錬の賜物 

自分は自分でいろんな基準を持っておくこと・一生かけて大きくする 

～自分の機嫌は自分でとる＝その習慣を身に着ける 

天国言葉・感謝・ツイてる・全てが与えられている＝地球は天国 

｛ 器量を上げる脳の使い方 ｝ 

おかしいと思うこと・そして「私はできる」～行動する・できた～積み重ね 
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｛ 試練 ｝                       

天がその人の成長に合わせて与えられる 

～お金が稼げた時・維持できるか否か・自分のおごりはないか 

～頭便秘にならないこと・知識自慢にならないこと 

人それぞれに性格が違うように各々学ぶべき問題が違う～不機嫌な人とは 

つき合わない、お先にどうぞ！と言える器、人は譲る態度がいい考えを生む 

ゆっくりとした呼吸・歩みは体と精神を緩め健康体になる 

｛ 器量 ｝ 

 相手の人を優先してあげられること、花をもたせる・花を人に咲かせる 

 必要ないことを必要ないといえる 

分からず屋がいたら自分の説得力を上げるチャンス 

 他人に抜かれたら～良かったねと言える度量 

いかなる時・場所相手に対しても威張らない 

相手によっていちいち態度変えない 

 多機能であること・助け合い・協力し合って器を育てる 

自分にできる事で他人にしてあげられることを増やす＝笑顔・挨拶・手伝い 

人は弱いところで試される～地位・名誉・お金・投資話・女 

ビタミンふざけるな＝なにくそ・今に見ておれ！何事も出し切る必死になる 

我をなくすこと＝商品ができたらお客さんに聞く～２０人に聞けば分かる 

～お客様は買い物のプロ！ 

人を許すのも器量～秀吉は大切な鷹を逃がした部下を庇い、逃げたところで日

本だから自分の庭の内だと笑い飛ばした 

｛ 楽 ｝ 

楽しいこと・山あり谷あり乗り越えてこそ素晴らしい景色に出会える 

ゲームの達人という発想法・全てルールがあるから楽しい難しいほど楽しい 

 負けても・そこから学び取り次に生かす、良きライバルと競い・教え合う 

｛ 渡り鳥の助け合い ｝ 

先頭はきつい２番以降は先頭の起こす上昇気流で楽・先頭が疲れたら変わる 

次々とその繰り返しで群れとなって休むことなくより遠くに飛んでいける 
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